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本研究では、植物性食用油におけるラベル表示を取り上げ、企業が

発する情報に対して消費者がどのように反応しているかを分析する。 
主たる結論は、①企業は少しでも消費者にアピールしようとして実

質的にはほとんど意味がないような情報も表示しており、消費者はこ

うした情報にも反応してしまっている。②消費者は、企業が発信して

いる様々な情報を十分に区別できていないが、政府によってオーソラ

イズされている表示はこれらと区別できており、政府によるオーソラ

イズは一定の役割を果たしている。③情報に対する反応の仕方は、消

費者の知識水準によって異なっており、知識水準の高い消費者ほど情

報に対して敏感に反応している。 


